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名 由来 

私達 大学 あ 姫路市 世界文化遺産 姫路

城 通称白鷺城 あ ま 姫路城 耐震強度 震

度六強 あ 言わ 天 最 階 あ

神社 阪神大震災 時 さえ御供物 一升瓶 倒

そう ま 姫路城 戦後焼 原

姫路 唯一焼 落 復興 多 人々

心 支え ま  

私達 姫路城 災害 負 人々 勇気付 支え

姿 伝統 姿勢 そ 地震 び

い頑強さ 手本 スキ 目指

名 “SHルR守S守Gル” 名 冠 ま  

 

紹  

私 学部 機械システ 学科 電子情報電気 学科 学生 中心 スキ

ッ 製作 興味 あ 学生 構成さ いま 機械 電子 2 専門分 活 完成

度 高い ッ 作 日々活動 いま  

 

ン  

私達 第 9回 第 13回ま 連 本選 出場 昨 第 13回大会 1

大会ぶ ッション 出場 ま ッション ン 救助 苦戦

強い ま ッション 通 救助活動 本当 さ 知 ま 更

ベ ッ 私 ま 大会 省 振 返 問題 列挙 ま  

 

ン 向 や 置 救助 時間  

各機体 置情報 救助状況 共有 い い 

電気系統 ラ 対策 活動中 弊害 一因  

 

問題 踏まえ 以 う 方針 立 ま  

 

ン 置や向 わ 救助 行え 機構 用 救助時間 短縮  

各機体 情報共有 行う 装置 取 付 機体間 連携  

主要機器 物理的 衝撃 保護 シン ラ 防  

 

方針 私 救助活動 高速化 いうコン 掲 設計方針 各機

体 映さ ま ま 前回 機体 完成度 高 使え 機構 改良 施

再度 用 各機体 ベ ッ ま  
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スキ 活動 特徴 使 わ や 書い さい  
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コン 救助活動 高速化  

目標 

救助時間 短縮 
スキ 活動中 シン

ラ  

周 及び 内  

情報共有 充実化 

機体化 

各機体 動  

3号機 

(救助) 

2号機 

(救助) 

号機 

(瓦礫除去  

他機体支援) 

救

助

完

了 

私有地 

 
ン救出 

瓦礫除去 

他機体支援 

 
特殊瓦礫 

瓦礫除去 

他機体支援 

ン救出 

ン識別 

必要 応 路 瓦礫除去 

周 状況 知 ッ ラン 全機体 装備 

全機体 スコン 防振対策 モ ラ カ 設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ッ ラン ＞ 

迅速 救助活動 行う 現場 情報共有 必要不 そ 回 各機体 ッ

ラン 取 付 ま 救助 瓦礫除去 中 搬送中 移動中 緊急 い 機体

情報 ラン 示 さ 操縦 面 情報 表示 操縦者及び外部 人 各機体

情報や作業状態 取得 機体間 連携 行う 出来ま  

 

 

 

 

 

 

ン 向 わ

格納 行え 救助機構 

号機 

 

 

 

 

 

 

瓦礫 種類 向 対

応 5自由度除去  

号機 号機 

 

 

 

 

 

 

機体 向 わ 救助

行え 回転救助機構 



チー 名 

SHIRASAGI 

団体名 

兵庫県立大学 ッ 研究会 
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1 

号機 

ボッ 名 フリ ナ  

手羅(シ ラ) 

ボッ 構成 

移動 

1台 

基地 

台 

受動 

台 

ボッ 重要 機能 箇条書き ，具体的 示し ください  

機体 姿勢 路面 対応さ 前部 後部間 回転軸 

瓦礫除去用 駆動部 5 あ 部  

ボッ 概要 図 を使 わかりやすく書い ください  
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機体説明 

1号機 瓦礫除去 専門 行う 他機体

ン救助 支援 目的 あ

機体 自由度 高い 部 部

取 付 い 瓦礫除去 い 置

わ い 用い 路

瓦礫 除去 ン 迅速

搬送 ン 周 瓦礫 除去

全 救助 能 (全体像 1参照) 

1(全体 ) 

部  

ッ ラン  

部  

回転軸 

移動方法 

4輪 走行 ま 機体 前部 後部 分 接合部

2 う 軸 設 機体 姿勢 路面 形状 対応さ

4輪 俊敏さ 走破性 兼 備え

地 高速走行 除去 い 考え 瓦礫

乗 越え 進 能 あ  

2(回転軸) 

瓦礫除去  

 3 示 部 取 付 回転 傾 伸縮

回転 い 動部 5 使用 角度や 置 わ い

迅速 瓦礫除去 能 4 示 機体前部 取 付 部 路

あ 瓦礫 引 掛 救助活動 妨 い場所ま 引 張 ま 所 瓦礫

持 除去 2種類 瓦礫 掴 引 張 い 状況 合わ

瓦礫除去方法 選択  

機体運用 流  

1.俊敏さ 走破性 活 ン 置ま 行  

2.他機体 救助活動 障害 瓦礫 あ 除去  

3. ン搬送時 障害 路 瓦礫 あ 除去  

4.更 情報 集 現場 索  

  

 

 

 

 

3( 部 ) 

部分  

瓦礫 載  

部分  

瓦礫 引 掛  

4( 部 ) 
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号機 

ボッ 名 フリ ナ  

八城 シ  

ボッ 構成 

移動 

台 

基地 

台 

受動 

台 

ボッ 重要 機能 箇条書き ，具体的 示し ください  

あ 救助機構全体 支え 右方向 駆動 回転  

高さ調整 付 伸縮ベ 式救助機構 

ボッ 概要 図 を使 わかりやすく書い ください  

機体説明 

号機 ン 救助 搬送 専門 機体

あ 救助 い ン 地面 間 ベ 型

救助機構 回転さ 近 ン

回 機構 用 い さ 救助機構 落

物防止用 カ 付い テ 一体

化 ン 全 確保

ン 救助 全 場所ま 運ぶ時間

大幅 削減 ま 機体 動 さ 高さ調整

方向 変え う 回転

テ 高さ 変え う  

高さ調整 要救助者 所  

限 高所 救助 行う  

 

救助方法 

救助現場 到着後 ン 置 対 回転 右 向 調整

テ 高さ 調節 地面 ン 間 テ

ベ 式 救助機構 稼働さ スラ ン 救助機構 乗 救助機構

テ 格納 ( 3)回転 使い テ 機体 戻

( 4)                    

 

 

 

 

 

 

 

救助 流  

 他機体 瓦礫 除去 い 本機体 ン 向 う  

 テ 動 救助機構 ン 格納  

 テ 戻 搬送  
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高さ調整  
テ

 

回転  
ッ

ラン  

 

  

出典

記載 ま
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号機 

ボッ 名 フリ ナ  

救(ソウキ ウ) 

ボッ の構成 

移動 

台 

基地 

台 

受動 

台 

ボッ の重要 機能 箇条書き ，具体的 示し ください  

左右 2つ ベ ン 向 を任意 調整 出来 救助機構 

操作 簡略化を実現 スイッ ックシステ  

ボッ の概要 図 を使 わかりやすく書い ください  

機体説明 

 号機 ン 識別 救助 搬 可能 機体 あ 機

体前部 左右 つ ベ 独立 回転 救助機構を持つ

こ 救助機構 左右独立 垂直方向 傾 調整機

構を備え 救助機構 傾 を与え こ また 機

体後部 瓦礫を除去 た を持つ そ 機体

部 伸縮 可能 俯瞰カ ラを設置 従来 カ ラ 視点

高い位置 視認 こ 広範 探索 可能  

スイッ ックシステ  

 通常 後 時 前進時 操作を 転させ 操作 必要

あ こ システ 前進(救助) 後 (瓦礫

除去) (進行方向 逆転 後方視点カ ラを利用 )

ボ ン操作 瞬時 つ容易 変更 変更後

前進時 同 操作方法 後 させ こ 出来 こ

素早い移動 可能  

救助方法  

ン 接触面 傾 応 救助機構 傾 を調整

救助活動 可能 状態 ( ) そ 後 ン

接触面 間 救助機構 先端部を 込ませ ベ

部分を巻 取 こ ンを格納

救助 機体内 ン 格納

出来 い状態( ) 場合 左右 つ

ベ を対 回転させ こ 機体

内 格納 う ン 向

を調整 救助 こ

ン ア 必要 時間を短縮

こ 出来  

救助活動 流  

． ン 位置を確認 た後 現場 向 う 必要 あ 瓦礫を除去  

． 救助機構 ンをベ 乗せ 個体識別作業を行う  

． 個体識別作業後 ンを格納 搬  
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イ ッ ラン  

俯瞰カ ラ 

 

救助機構 傾 調整機構 

こ 状態 巻  

取 続け  

ン 機構 

部分 接触 ！ 

一方 ベ 巻 取  

う一方 ベ

逆回転させ  

ン 回転 機体内 格納 状態  

1 
ン 接触面

平行 う

ベ を傾け

こ 可能  

イ ッ

ラン  

 

走行 識別

カ ラ 

走行用カ ラ 

 

後 時 

(瓦礫除去時) 

前進時 

(救助時) 

スイッ

ック 

システ  


